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 論文内容の要旨
 本稿は、北朝鮮経済の現状に関する先行研究を批判的に1'灸討し、これらとは異なる現状認識に基
 づいて北朝鮮経済改革への中国型経済改革モデルの適川可能性について考察し、改革方案を提示す
 ることを日的とするものである。
 利川する資料に関しては、公式データの不足を補うため、脱北者の証言及び北朝鮮を訪ねた人々
 の記録、在日朝鮮人や北朝鮮の内部11」1二情に精通した研究者の手記、各種の言論記事、NGOなどの
 多様な非公式資料も活用する。
 本稿では、研究アプローチとして、`下からの視覚'という方法により分析・考察を行うことと
 する。すなわち、北朝鮮に関する既存研究の多くは、エリートや朝鮮労働党の動きにゴ、無点を合わせ
 て、北朝鮮体制を首領・党・大衆を一体とした硬直的なものとして捉えており、さらに、特定のも
 のに限定したイデオロギーに依拠して北朝鮮における社会・経済の現状を分析している。このよう
 に、北朝鮮に関する既存研究は、北朝鮮を首領体制が全てを決める静態的な国家として認識し、理
 解している場合が多い。しかし、このような静態的(`スタティッグ)な関係のみに注目した分析
 視覚(これを`上からの視覚'と呼ぶ)を適用すると、社会・経済の変化を的確に読み取ることが
 出来ず、実態とかけ離れた研究になってしまうのではないだろうか。よって、本研究では、北朝鮮
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 ことを明らかにし、農業部門の健全化を進めると同時に、分権的体制のもとで地方が1-ll心となって、
 同胞経済力を活用して軽工業振興と輸出拡大を図るべきであることを指摘する。次に、その改革の
 必要性に応じて、農業、地方工業、同胞経済に絞って更なる現状を分析し、改革の可能性を提示す
 る。
 第3章では、北朝鮮の経済改革政策の現状を検討する。まず、2002年7月に断行された経済改善
 措置の中で重要とされる農業改革、価格改革、市場改革、分権化措置、独立採算制の強化措置につ
 いて整理する。その際、特に第2章で見た経済の現状・(ニドからの動き)が経済の政策決定にどのよ
 うな影響を与えたか、及び政策決定の背景と、当局にすっての改革の動機を重点的に考察する。ま
 た、これら既存の改革に対する課題を明らかにし、'改革の可能性を述べる。
 ここで近年行われた改革政策の特徴を挙げると、特に農業部門に重点を置いて改革が行われた点、
 市場動向に合わせて国定価格や賃金が新しく設定された点、非公式市場を市場として認めた点に注
 目すべきである。これは現在、北朝鮮当局にとって至急解決すべき食糧問題を解決するために、食
 糧生産の増減に直接関わる農民に生産意欲を引き出すインセンティブを与える必要があると当局が
 判断したためと,思われる。これは、政府が対処できない程度の経済危機に直面した場合、当局が白
 らの政権基盤を脅かさない程度に住民自らによる一定の市場取引を認める、あるいは政府も何らか
 の施策を講じる余地があることを示唆するものである。
 第4章は結論である。これら初期条件の検討と北朝鮮の経済現状の分析を踏まえ、当而可能かつ
 効果的と考えられる改革政策の骨格を提示する。検討した新たな現状認識からみると、北朝鮮の改
 革は深刻な食糧不足の解消が最優先課題であるが、本論では食糧増産にII、1接結びつく中国型の農業
 からの改革が現実的に可能かつ必要な方策であることを論じ、それと同時に、分権的体制のもとで
 地方が中心となって、同胞経済力を活川して軽工業の振興とll蒲出拡大を志向する改革案を提示する。
 以上のように、本稿では先行研究の批判的検討及び北朝鮮経済の現状分析をおこない、中国型経
 済改革モデルの適用可能性について論じた。その結果、以下の2点に要約されるように、北朝鮮の
 当面の経済改革には中国型初期モデル適川可能性があると結論した。
 第1に、北朝鮮が直面している経済難と食糧危機の打撃は非常に大きいため、深刻な食糧不足を
 解消し国民の栄養状態を改善しない限り、工業部門で改革を行ってもその波及効果は大きく制約を
 受けるということである。それ故、本稿は食糧増産に直接糸llびつく中国型の農業からの改革が現実
 的に可能かつ必要な方策であり、改革の初期段階における効果が最も大きいという認識に立ってい
 る。
 第2に、北朝鮮政府による軽工業への積極的な投資が期待できないのであれば、地方の分権化を
 進め、在日朝鮮人や中国の朝鮮族、特に韓国など同胞の直接資本投資を活刑する道を模索する方が、
 先行研究で提示されている改革モデルより現実的である。以.一.しの点から、中国型の農業改革を土台
 として、同胞経済との連携を通じて地方軽.工業を育成する政策が現在の経済情勢において最も妥当
 な改革モデルと結論付けた。
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